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PIO岨13p16識抑制遺伝子の発現制御輿常け車線織の予
後











検討した. [対象と方法11996年1月から 2003年 10月まで
に外科的に完全切除された綴務径が2cm以下の路線癒57症
例(男性28普U.女性29例，年齢は46から82議，最終務鰐は























54.2%， ~~:麓換性増媛毅が 72.2% であった.異常メチル化と
p16蛋白陰性の鎮J3tはηpeA十日よりも勾ゃeCと鱗態上皮
雑音堂換性増嫡2躍で有意、に高等であった. [結籍]p16癒御船遺
伝子のプロモーター領域における異常メチル化とが6f賢岳の
発現欠失は末機小裂節操籍において多段締約に蓄積すること
を明らかにした.そしてこれらの異常は患者の予後予機に宥
沼なお擦に1去ると考えられた、
